
り
し
ご
、
経
濟
學
的
智
識
の
敏
乏
に
因
る
も
の
ビ
信
ず
る

の
で
あ
る
。
然
し
幕
府
を
し
て
斯
く
な
さ
し
め
し
遠
因
に

鞭
う
て
は
、
」
徳
川
氏
の
末
期
に
於
て
泰
西
の
経
濟
學
に
關

す
る
攻
究
が
、
我
國
民
間
に
慨
ら
れ
て
居
つ
旋
事
に
在
り

ご
思
ふ
。
蓋
し
徳
川
氏
末
期
に
簸
て
は
我
墨
入
難
中
西
洋

の
諸
學
術
を
習
得
せ
る
思
惑
か
ら
す
、
或
は
醤
學
に
於
て
、

或
は
数
學
に
於
て
、
著
名
の
學
者
輩
出
し
た
り
ε
錐
も
、
不

幸
に
し
て
泰
西
の
経
濟
學
説
に
通
じ
．
外
國
の
経
濟
事
情

を
知
る
も
の
少
な
く
、
一
朝
國
を
開
き
て
諸
外
陰
ご
通
商

す
る
や
、
朝
野
を
墨
げ
て
最
も
痛
切
な
る
當
面
の
問
題
に

配
す
る
智
識
を
善
き
し
か
ば
、
途
に
蝸
を
数
十
年
に
胎
す

に
至
り
し
も
の
こ
考
ふ
る
の
で
あ
る
。
さ
り
な
が
ら
之
を

我
國
の
政
治
上
交
化
上
の
見
地
よ
り
す
れ
ば
、
開
國
は
掌

り
我
生
民
の
思
想
に
革
新
を
來
せ
し
外
、
貿
易
其
物
が
直

ち
に
政
治
的
革
命
の
武
器
を
供
給
し
、
瞑
り
て
以
て
振
古

未
曾
有
の
無
紋
的
更
新
を
候
忽
の
間
に
成
し
凌
げ
し
も
の

こ
信
ず
る
か
ら
、
此
意
味
に
而
て
維
新
前
後
の
外
國
貿
易

が
我
難
民
に
寄
輿
せ
し
カ
の
頗
る
甚
大
な
る
を
戚
ぜ
ざ
る

を
得
な
い
の
で
あ
る
。
（
完
）

銅
劔
銅
鉾
に

就
い
て
日

梅
　
原

末
　
　
治

七

さ
て
銅
剣
銅
鉾
の
埋
没
状
態
を
調
べ
て
見
る
ご
何
入
も

　
第
入
巷
　
　
研
　
究
　
　
鋼
創
銅
鉾
に
就
い
て
（
三
）

容
易
に
其
の
間
に
異
な
っ
た
二
種
の
遺
跡
の
あ
る
の
を
氣

付
く
事
で
あ
る
Q
郎
ち
一
は
古
墳
ご
認
め
ら
る
、
馨
造
物

内
か
ら
見
出
さ
る
、
も
の
で
、
他
に
鏡
や
土
器
や
玉
類
な

　
　
　
　
　
　
、
第
三
號
　
　
　
六
五
　
（
四
二
七
）



　
　
　
第
入
巷
　
研
究
　
鋼
劔
銅
鉾
に
就
い
て
（
三
）

ご
が
共
存
し
、
中
に
は
附
近
に
石
器
、
土
器
、
銅
鐡
園
丁

の
散
布
し
π
の
が
あ
る
。
此
の
古
墳
の
繕
造
に
就
い
て
は

大
き
な
幾
を
合
せ
て
斜
に
埋
め
π
一
種
の
甕
棺
ご
、
板
石

を
組
合
せ
て
作
っ
た
箱
式
棺
の
二
つ
の
著
し
い
系
統
を
見

る
が
、
な
ほ
外
に
木
梛
や
木
棺
を
地
下
深
く
埋
葬
し
た
形

式
も
あ
る
Q
筑
前
須
玖
、
同
板
付
、
肥
前
田
代
、
門
馬
佐

護
、
長
門
離
任
．
伊
豫
妻
鳥
脅
は
前
二
者
の
例
で
、
朝
鮮

慶
雲
入
室
里
、
同
大
同
江
颪
東
大
三
里
、
黄
海
道
黒
橋
里

の
三
遺
跡
は
後
の
部
顛
に
入
る
べ
き
で
あ
る
。
第
二
の
遺

跡
は
こ
れ
に
野
し
て
創
鉾
の
み
が
軍
略
に
見
出
さ
れ
る
系

統
で
、
蓮
物
の
数
は
一
二
口
の
こ
ご
が
多
い
が
、
十
数
に

相
重
な
っ
て
埋
没
し
て
み
る
場
合
も
少
く
な
い
。
彼
の
醤

馬
の
大
綱
を
は
じ
め
筑
前
の
原
田
っ
豊
後
の
遣
ハ
名
井
、
伊

豫
二
萬
、
土
佐
田
村
、
讃
岐
隠
谷
の
如
き
は
右
の
多
籔
に

爽
見
し
た
著
し
い
四
五
の
例
に
屍
す
る
。
庭
が
・
此
の
二
種

の
遺
跡
か
ら
獲
見
せ
ら
る
、
鉾
創
の
形
式
を
検
す
る
ご
爾

者
の
間
に
自
ら
趨
別
が
存
す
る
襟
で
あ
る
し
、
ま
た
遺
跡

　
　
　
　
　
　
　
弟
｝
二
號
　
　
　
　
山
ハ
鵡
ハ
　
（
四
二
入
）

の
存
在
地
域
に
も
無
筆
が
あ
る
ら
し
く
見
ゆ
る
。
こ
れ
が

吾
等
に
取
っ
て
君
蓬
す
る
こ
ご
の
出
來
な
い
重
要
な
考
察

上
の
搬
黙
こ
な
る
の
で
あ
る
。
今
ま
糟
に
暴
げ
だ
表
か
ら

出
土
状
態
の
明
瞭
な
遣
物
に
就
い
て
爾
者
の
別
を
表
示
す

る
ε
次
の
如
く
で
あ
る
Q
（
こ

第
　
一
　
表

第Zlま細岡二野中置
　形形　　ス鋒型鋒形
二．　　弓形

表糊錨難舞式

北
　
　
九
　
　
州

南
九
州
（
豊
後
を
含
む
）

古
蟹
獲
見
例

　
　
　
七

　
　
　
三

　
　
　
ニ

　
　
　
エ

　
　
　
一
四

　
　
　
〇

地
方
別
表

古
墳
資
見
例

　
　
　
一
〇

　
　
　
二

輩
猟
駕
土
民

　
　
〇

　
　
四

　
　
一
一

　
　
　
一

　
　
八

　
　
四

　
　
五

二
猫
嚢
見
例

　
　
五

　
　
一
〇



　
封
　
　
　
　
馬
　
　
　
　
　
三
　
　
　
　
　
四

　
弱
　
　
　
　
　
準
　
　
　
　
　
　
周
　
　
　
　
　
　
二

　
　
　
　
　
　
魚
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
茎
　
濁
部
中
國
　
　
　
　
　
三
　
　
　
　
　
二

　
四
　
　
　
　
國
　
　
　
　
　
一
　
　
　
　
九

　
こ
の
爾
表
の
示
す
施
に
依
る
ε
前
者
の
遣
跡
郎
ち
右
墳

か
ら
の
壌
土
品
は
私
の
認
め
て
型
式
上
古
い
ご
し
た
靴
墨

の
銅
鉾
ク
リ
ス
形
荻
鋒
銅
創
細
形
銅
欝
気
を
圭
こ
し
且
つ

朝
鮮
北
九
州
中
國
の
一
部
に
濃
厚
な
の
に
撤
し
て
、
軍
濁

出
土
の
場
合
は
、
鉾
に
あ
っ
て
は
大
形
異
形
化
の
廣
鋒
ク

リ
ス
形
で
は
同
じ
く
鋒
の
幅
の
廣
い
も
の
や
、
細
形
剣
の

退
化
型
式
冠
認
め
ら
る
、
李
形
剣
等
相
劉
年
代
の
下
る
も

の
に
多
い
こ
ビ
＼
、
そ
の
登
見
範
園
が
前
者
よ
り
も
贋
く
、

反
っ
て
新
し
い
地
方
に
多
い
楼
な
の
が
察
せ
ら
る
、
o
如

上
の
閣
係
は
如
何
な
る
因
由
に
置
く
も
の
で
あ
ら
う
か
。

　
云
ふ
ま
で
も
な
く
原
型
を
傳
ふ
る
古
式
の
銅
鉾
銅
剣
が

古
墳
か
ら
螢
見
せ
ら
る
、
こ
ご
は
同
種
の
文
化
所
産
が
我

が
國
に
傳
へ
ら
れ
た
時
に
、
當
代
入
が
既
に
墳
墓
を
螢
ん

　
　
　
第
入
巷
　
　
研
　
究
　
　
銅
劔
銅
鉾
に
就
い
て
（
三
）

で
る
淀
の
で
、
こ
の
新
岡
の
珍
重
す
べ
き
武
器
を
翻
葬
品

こ
し
て
用
ひ
た
こ
見
る
か
或
は
鉾
創
ε
共
に
同
種
の
墓
鋼

が
傳
へ
ら
れ
た
結
果
か
の
何
れ
か
に
外
な
ら
す
郭
者
何
れ

に
あ
る
こ
す
る
も
右
の
登
見
の
事
實
か
ら
當
代
行
は
れ
た

墓
制
の
形
式
が
究
明
せ
ら
る
、
事
で
あ
る
が
、
第
二
の
場

合
は
こ
れ
を
如
何
に
解
す
べ
き
で
あ
ら
う
か
。
既
に
古
式

の
創
鉾
の
來
π
時
に
墳
墓
が
存
し
た
か
ら
は
、
其
の
後
も

同
一
地
・
方
で
は
引
籏
い
て
墳
墓
が
馨
ま
れ
た
ら
う
こ
ε
容

易
に
想
察
し
得
ら
る
、
事
で
あ
る
し
、
現
に
豊
後
の
釜
石

に
於
け
る
畢
濁
出
　
土
の
場
合
は
そ
れ
が
古
墳
の
封
土
の
…

部
か
ら
せ
ら
れ
て
る
る
に
依
っ
て
右
の
推
察
の
談
ら
ざ
る

を
實
讃
す
為
。
然
る
に
も
か
、
は
ら
す
相
甥
年
代
の
下
る

退
化
型
の
遣
物
が
多
く
轟
轟
に
登
見
せ
ら
る
、
の
は
．
そ

れ
が
偶
然
埋
没
の
結
果
に
依
る
か
、
若
し
く
は
故
意
の
埋

藏
で
は
あ
る
が
當
代
人
の
該
遺
物
に
樹
す
る
考
が
獲
つ
た

爲
に
表
は
れ
た
現
象
ご
見
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
庭
が
右

の
塩
竃
の
み
出
土
す
る
場
合
が
偶
然
の
埋
没
で
な
い
こ
ご

　
　
，
　
　
　
　
　
　
　
　
第
一
一
二
號
　
　
　
　
山
ハ
七
　
　
（
四
ご
九
）



　
　
　
節
入
　
巻
　
　
　
研
「
　
究
　
　
　
銅
加
測
銅
鉾
に
就
い
て
（
三
）

は
筑
後
國
入
女
郡
吉
田
で
廣
鉾
十
二
三
口
出
土
し
た
時
の

状
態
が
恰
も
木
箱
に
入
っ
た
様
に
｝
蓋
し
て
存
し
た
ご
云

ふ
こ
ご
や
、
ま
た
筑
前
國
須
玖
岡
本
辻
や
甥
馬
．
國
大
綱
の

例
の
如
く
、
多
数
の
鉾
が
鋒
ご
袋
ご
を
交
互
に
密
接
し
て

概
か
れ
た
状
態
で
登
見
せ
ら
れ
、
爾
者
共
に
小
石
を
伶
ふ

た
こ
云
ふ
事
實
等
か
ら
こ
れ
を
確
め
得
て
誤
り
が
な
い
。

從
っ
て
此
の
場
合
は
故
意
の
埋
蔵
ご
し
て
其
の
目
的
を
考

へ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
｝
禮
銅
鉾
銅
創
の
黄
濁
出
土
要
言
期
間
年
代
の
崇
高
し

た
こ
解
せ
ら
る
㌧
近
畿
を
中
心
こ
し
て
榮
え
た
銅
鐸
の
そ

れ
ご
相
似
た
施
が
あ
る
も
の
で
、
故
意
の
埋
藏
に
就
い
て

考
へ
ら
る
、
、
次
の
二
つ
の
動
機
、
帥
ち
｝
は
一
種
の
宗

敏
的
思
想
に
賢
く
埋
藏
ご
、
他
は
隠
懸
の
冒
助
に
出
つ
る

ご
見
る
そ
れ
の
何
れ
か
に
属
す
る
。
銅
鐸
の
場
合
は
こ
三

の
出
土
歌
態
か
ら
從
來
鞍
懸
の
目
的
に
依
る
ざ
解
す
る
説

が
喜
田
博
士
に
依
っ
て
大
い
に
唱
へ
ら
れ
た
こ
ご
で
あ
る

が
、
一
々
の
出
土
状
態
を
綿
密
に
考
査
し
て
見
る
ご
俄
か

　
　
　
　
　
　
　
鎮
三
秒
　
　
　
　
山
ハ
八
　
　
（
四
三
〇
）

に
斯
く
速
断
し
難
く
、
寧
ろ
こ
れ
を
一
種
の
宗
敷
的
思
想

の
登
現
ご
解
す
る
こ
ご
が
當
っ
て
み
る
機
で
、
な
ほ
不
明

な
銅
鐸
の
用
途
が
該
見
地
か
ら
或
は
究
明
せ
ら
る
、
の
で

は
な
い
か
ご
思
は
る
、
の
で
あ
る
Q
（
二
）
今
ま
問
題
の
鉾

創
の
場
合
は
既
に
高
橋
健
自
氏
が
指
摘
せ
ら
れ
た
如
く
、

軍
濁
出
土
の
懇
意
が
實
用
の
武
去
た
る
本
家
の
性
質
に
蓮

ざ
か
っ
た
著
し
い
異
論
な
大
形
品
の
多
く
、
一
見
受
認
的

の
も
の
た
る
を
威
せ
し
む
る
こ
ご
や
、
愚
見
の
磐
石
を
伸

ふ
こ
ご
が
石
に
照
す
る
我
が
國
の
漫
罵
ご
製
糖
し
て
隠
懸

し
た
こ
見
る
よ
り
も
一
種
の
宗
敷
的
思
想
の
登
現
ご
す
る

の
が
一
履
適
切
で
あ
る
し
、
か
く
解
す
る
こ
ご
に
照
癒
し

て
我
が
國
で
行
は
れ
π
著
し
い
形
式
の
大
形
異
様
化
が
起

つ
た
因
由
の
當
然
さ
を
も
見
出
し
得
る
ご
信
ず
る
○
彼
の

豊
後
賢
聖
に
於
い
て
ク
リ
ス
形
創
三
口
が
前
方
後
三
婆
の

ク
ビ
レ
部
に
立
て
か
け
た
状
に
埋
悪
し
π
如
き
も
右
の
見

解
の
傍
謹
た
り
得
る
も
の
で
あ
る
。
（
三
）

　
愚
智
の
軍
濁
出
土
が
斯
く
の
如
き
目
的
に
出
た
こ
し
て



さ
て
初
に
暴
げ
た
認
許
出
土
の
そ
れ
こ
の
聞
に
存
す
る
形

式
や
舜
布
上
に
現
は
れ
た
著
し
い
事
實
上
の
特
殊
相
は
吾

々
に
是
等
の
遣
物
が
本
曇
武
器
ε
し
て
韓
藍
島
を
経
て
北

九
州
に
傳
へ
ら
れ
一
時
有
力
者
の
墳
墓
に
爾
葬
贔
こ
し
て

埋
め
ら
れ
た
が
、
時
の
経
過
ご
共
に
，
當
代
民
衆
の
此
の

高
度
丈
化
所
産
に
資
す
る
見
方
が
段
々
別
途
の
．
万
向
に
襲

而
し
て
、
形
も
墾
り
遽
に
本
來
ε
は
全
く
違
っ
た
も
の
ざ

化
し
、
一
種
宗
敷
蘭
弁
び
意
味
で
埋
葬
せ
ら
る
、
に
至
っ
た

こ
と
を
物
語
る
も
の
に
露
な
ら
す
、
ま
た
分
布
の
示
す
事
、

實
か
ら
鉾
創
の
北
九
州
以
外
に
籏
が
つ
把
の
が
主
こ
し
て

か
、
る
性
質
の
愛
化
の
行
は
れ
π
後
で
あ
る
の
を
告
げ
て

み
る
事
を
蕎
回
し
得
る
。
な
ほ
如
上
の
見
地
か
ら
獲
る
今

ま
一
つ
の
注
意
す
べ
き
黙
は
、
か
く
の
如
く
本
証
ご
性
質

を
異
に
し
た
鉾
劒
の
埋
藏
が
豊
後
や
周
防
（
四
）
に
於
い
て

我
が
高
塚
の
封
土
の
…
部
に
な
さ
れ
た
事
實
に
本
く
實
年

代
推
定
で
あ
っ
て
、
そ
れ
か
ら
知
解
が
少
く
も
同
式
墳
墓

の
同
地
に
行
は
る
、
に
至
っ
た
頃
に
ま
で
も
存
し
淀
こ
ご

　
　
　
第
入
巷
　
　
研
　
究
　
　
銅
鋤
銅
鉾
に
就
い
て
（
三
）

を
認
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
慮
が
近
時
や
う
や
く
究
明

の
域
に
達
し
た
我
が
高
塚
制
の
沿
革
の
上
か
ら
す
る
ε
、

其
の
茄
芽
は
畿
内
に
於
い
て
は
早
く
後
漢
に
あ
る
樵
に
考

へ
ら
る
、
が
、
墓
制
が
完
美
し
て
、
各
地
に
分
布
す
る
に

至
っ
た
の
は
實
に
魏
晋
代
か
ら
の
事
き
見
て
略
ぽ
誤
り
が

な
い
襟
…
で
あ
る
か
ら
、
銅
創
銅
鉾
ま
た
當
然
そ
の
頃
に
ま

で
あ
っ
淀
こ
ご
に
な
っ
て
糖
に
記
し
た
私
の
實
年
代
麹
の

下
限
が
こ
れ
か
ら
・
も
確
か
さ
を
聾
す
課
で
あ
る
。

　
以
上
遺
跡
の
性
質
の
話
声
に
次
い
で
然
ら
ば
鉾
剣
の
行

は
れ
た
當
初
、
埋
葬
せ
ら
れ
だ
著
し
い
内
地
の
二
種
の
墓

誌
は
そ
れ
自
ら
如
何
な
る
性
質
の
も
の
で
あ
っ
た
ら
う
か

の
問
題
が
當
然
考
察
の
調
象
ε
な
る
べ
き
で
、
そ
の
探
究

に
依
ワ
て
鉾
劔
の
性
質
が
ま
元
明
か
さ
を
加
ふ
る
に
至
る

も
の
ご
信
ず
る
。
私
は
先
づ
甕
棺
か
ら
論
ず
る
こ
ご
に
し

思
い
。

　
（
註
）
【
こ
第
一
表
ミ
測
似
た
も
の
は
既
に
高
橋
健
自
氏
か

　
　
　
　
其
の
「
銅
像
銅
創
考
」
（
前
出
）
の
（
八
）
に
載
せ
ら
れ
㍉
ゐ

　
　
　
　
　
　
　
第
三
號
　
　
’
六
九
　
（
四
三
一
）



第
八
條
　
　
研
　
究
　
　
鋼
劔
二
二
に
就
い
て
ハ
三
）

　
　
る
。
本
丈
論
ず
る
も
の
瓢
彼
ミ
数
字
上
に
稽
大
な
る
湘
…

　
　
蓮
の
あ
る
の
は
本
く
資
料
の
多
寡
に
依
る
の
で
あ
・
つ
て

　
　
私
の
も
の
に
は
朝
鮮
九
州
に
於
け
る
新
資
料
を
加
へ
た

〔
二
U
　
拙
稿
「
銅
鐸
に
就
い
て
」
（
前
出
4
参
照
。

〔
三
冒
此
の
事
實
は
南
善
吉
氏
の
調
査
に
依
る
。

【
四
）
周
防
吉
敷
郡
山
口
町
の
茶
臼
山
古
墳
嚢
見
の
銅
鉾
の

　
　
示
す
事
實
で
、
こ
れ
は
古
墳
の
石
室
の
外
部
の
石
壇
に

　
　
接
し
た
、
室
の
東
南
方
の
土
中
か
ら
見
爵
さ
れ
た
、
こ
云

　
　
ふ
。
該
石
室
は
横
穴
式
系
統
の
も
の
な
の
で
あ
径
、

八

　
銅
鉾
銅
創
類
の
出
る
甕
棺
ご
云
ふ
の
は
素
焼
の
彌
生
式

系
に
属
す
る
大
形
の
甕
の
口
部
を
合
せ
、
若
し
く
ば
一
の

上
に
他
の
口
部
を
破
っ
た
も
の
を
被
せ
細
長
い
筒
様
に
し

た
器
を
斜
に
埋
め
た
も
の
、
同
種
の
逡
品
を
出
し
た
顯
著

な
の
は
明
治
三
十
二
年
登
掘
の
筑
前
國
須
玖
ビ
交
政
五
年

に
遣
物
の
出
た
同
國
三
雲
ご
で
あ
る
が
、
な
ほ
此
の
外
に

大
正
代
に
な
っ
て
新
に
見
出
さ
れ
た
須
玖
の
別
箇
の
遺
跡

　
　
　
　
　
　
　
魏
三
面
　
　
　
七
〇
　
（
囚
一
一
一
二
）

を
は
じ
め
、
同
じ
筑
前
國
の
板
付
、
同
常
吉
、
同
鹿
部
、

肥
前
國
田
代
の
五
者
を
藪
へ
る
こ
ご
が
毘
來
乃
。
是
等
は

何
れ
も
九
州
北
部
に
限
ら
れ
て
み
る
が
、
こ
、
に
た
“
一

つ
朝
鮮
京
畿
萢
餅
店
の
遺
跡
が
加
藤
灌
畳
氏
の
談
に
依
る

ご
同
類
で
あ
っ
た
ら
じ
く
解
せ
ら
る
＼
の
は
注
意
に
値
す

る
。
今
ま
次
に
簡
軍
に
一
々
の
遺
跡
の
歌
態
を
列
記
し
や

》
フ
○

（一

j
　
明
治
三
十
二
年
に
須
玖
で
見
出
さ
れ
た
遺
跡
は
同

地
吉
村
源
次
郎
氏
の
宅
地
内
に
あ
っ
た
の
で
、
最
近
登
表

せ
ら
れ
た
中
山
博
士
の
調
査
に
從
ふ
ε
（
一
）
同
地
附
近
は

元
來
大
甕
の
埋
．
没
の
多
い
慮
で
、
其
の
際
掘
り
毘
さ
れ
た

の
は
既
に
露
出
し
て
み
た
大
石
の
下
に
あ
っ
た
甕
棺
ら
し

く
大
甕
は
石
よ
り
の
深
さ
約
三
尺
に
横
向
き
の
位
概
に
柔

し
、
内
部
に
風
趣
、
狭
鋒
銅
鉾
、
組
形
銅
創
、
破
風
製
塁

毒
茸
等
が
あ
り
，
甕
外
か
ら
，
も
銅
韻
士
を
獲
た
も
の
で
あ

る
ご
云
ふ
。

（
二
）
　
同
じ
須
玖
か
ら
大
正
年
代
に
入
っ
て
細
形
創
を
登



饗
し
だ
同
種
の
遺
跡
は
前
者
の
北
に
近
い
壷
地
上
の
…
部

に
當
っ
て
、
桑
畑
に
開
墾
の
際
掘
り
出
し
π
合
せ
甕
は
総

数
四
十
口
に
上
り
、
個
々
の
甕
の
大
さ
は
口
穫
二
尺
内
外

深
さ
三
尺
許
で
あ
っ
た
こ
云
ひ
、
甕
糖
ご
し
て
代
表
的
の

形
を
し
た
も
の
ら
し
い
ρ
創
は
其
の
合
せ
甕
の
】
の
内
部

か
ら
獲
見
せ
ら
れ
、
同
時
に
他
の
甕
か
ら
は
方
格
L
V
字

鏡
、
日
光
鏡
や
製
刀
子
等
が
出
で
、
ま
た
朱
の
存
し
た
も

の
が
あ
っ
だ
ご
云
ふ
。
（
二
）

階
下
）
　
筑
前
國
那
珂
村
大
字
板
付
の
遺
跡
の
発
掘
は
大
正
「

五
年
入
月
の
事
で
、
當
時
の
地
方
廉
の
届
書
及
び
中
山
博

士
の
報
告
す
る
庭
（
三
）
其
の
地
は
面
積
二
畝
薫
り
の
球
形

封
土
を
し
て
、
内
部
に
合
せ
甕
の
棺
が
数
個
埋
没
し
、
そ

の
三
ヶ
所
六
ロ
の
甕
の
内
に
狡
鋒
銅
鉾
三
曲
ビ
細
形
銅
創

四
口
ご
が
あ
っ
た
。
そ
し
て
同
｝
地
黙
及
び
附
近
か
ら
磨

製
石
斧
．
卑
湿
形
石
器
及
び
磨
製
石
獣
片
等
が
見
田
さ
れ

て
る
る
。

（
四
）
，
同
鼻
髭
島
郡
恰
土
村
三
雲
の
遺
跡
は
文
政
五
年
の

　
　
　
第
三
鼎
　
　
研
　
究
　
　
煙
室
銅
鉾
に
蕊
い
て
（
三
）

登
見
に
係
る
古
い
も
の
で
は
あ
る
が
、
幸
に
も
青
柳
種
信

の
精
密
な
記
録
「
筑
前
治
術
郡
三
雲
村
黄
門
古
器
盤
谷
」
が

傳
は
つ
て
其
の
三
態
を
知
る
・
．
」
ご
が
出
　
來
る
。
帥
ち
遺
跡

は
同
地
の
南
小
路
に
あ
っ
て
、
地
表
下
約
三
尺
の
土
中
に

今
ま
博
多
聖
瀟
寺
に
算
す
る
有
柄
の
特
殊
の
細
形
剣
ご
ク

リ
ス
形
早
耳
銅
創
ご
が
存
し
、
其
の
下
に
合
せ
甕
の
横
臥

し
π
も
の
が
主
膿
を
形
成
し
て
、
内
に
大
小
三
十
五
面
の

漢
鏡
、
荻
鋒
銅
鉾
二
口
、
勾
玉
管
玉
各
唱
個
々
粒
紋
壁
等

を
識
し
た
も
の
ご
見
ゆ
る
。
そ
し
て
大
隅
に
就
い
て
は
同

書
に
「
鹿
径
二
尺
許
、
深
三
尺
徐
二
つ
ご
も
同
じ
程
な
り

甕
の
腹
に
精
二
筋
あ
り
て
、
縄
を
繋
べ
き
構
ε
見
え
た
り
。

此
甕
も
素
焼
物
な
り
」
と
記
し
て
あ
っ
て
、
今
ま
な
ほ
埋

没
駿
態
の
見
ら
る
、
筑
前
國
筑
紫
郡
小
倉
の
獲
棺
や
（
第

五
圖
に
示
し
た
の
が
そ
の
露
矯
状
態
を
示
し
た
宮
垣
で
、

中
山
博
士
の
撮
影
寄
顕
せ
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
）
昨
年
輻

岡
の
西
の
糸
島
郡
瀟
吉
村
大
字
吉
井
で
人
骨
の
入
っ
て
出

た
甕
棺
構
成
の
甕
と
全
く
同
一
な
の
が
織
せ
ら
れ
る
。
（
四
）

　
　
　
　
　
　
　
箪
三
號
　
　
　
七
一
　
（
四
三
三
）



，

　
　
　
第
三
巻
　
研
究
　
銅
創
銅
鉾
に
就
い
て
（
三
）

（
五
）
・
此
の
糸
島
郡
幅
吉
の
遺
跡
は
合
せ
甕
が
多
数
に
埋

・
没
し
た
地
域
で
昨
年
の
土
木
工
事
の
際
藪
多
く
掘
り
出
さ

れ
だ
が
爲
に
世
人
の
注
意
に
上
っ
た
が
、
最
近
中
山
博
士

の
著
者
に
敢
へ
ら
れ
た

虚
に
依
る
と
、
前
年
同

じ
地
域
か
ら
六
界
ご
銅

の
柄
の
附
さ
れ
た
異
形

の
鐵
器
こ
の
登
見
が
あ

っ
て
、
そ
れ
が
同
じ
合

せ
甕
の
内
か
ら
見
出
さ

れ
た
の
だ
ε
云
ふ
。
（
五
）

（山

n）

@
筑
臨
削
國
粕
屋
郡

鹿
部
の
遺
跡
は
同
地
皇
．

石
紳
肚
の
境
内
、

り
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
第
三
號
　
，
　
七
二
　
（
四
三
四
）
　
．

ふ
。
（
六
）
春
鳥
弘
馬
か
ら
中
山
博
士
を
介
し
て
京
都
帝
國

。
大
學
に
寄
贈
の
其
の
甕
の
破
片
を
見
る
ご
以
上
に
記
し
て

來
た
ビ
殆
ん
ざ
等
し
い
特
徴
の
指
南
品
で
、
口
樫
は
二
尺

鷲

響
蹴

灘
欝
。

　
魏

　
　
　
　
　
　
　
晶
帯
の
後
方
に
あ
る
小
丘
の
中
腹
に
當

　
　
附
近
に
合
せ
甕
の
埋
没
の
あ
る
庭
、
細
形
銅
創
ざ
ク

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
’

リ
ス
形
狡
響
銅
創
の
二
者
の
出
た
の
は
、
地
下
約
二
尺
五

寸
に
水
軍
に
埋
も
れ
た
合
せ
甕
の
内
部
で
あ
っ
た
ご
云

欝
潅
購

一五第按甕の倉小前筑

か
ら
ク
リ
ス
形
狡
鋒
銅
壷
に
朱
塊
の
件
へ
る
も
の
、

別
に
鐵
創
ニ
ロ
を
獲
た
の
で
あ
っ
た
。
當
時
の
地
方
廉
の

届
書
に
依
る
ビ
合
せ
甕
の
大
さ
は
二
個
を
通
つ
る
ご
五
尺

を
超
へ
、
形
は
當
時
調
査
さ
れ
た
谷
井
學
士
の
寓
眞
に
表

を
超
え
た
も
の
ご
認
め

ら
れ
る
。

（
七
）
　
肥
前
田
代
の
遺

跡
地
は
も
ざ
高
恩
を
な

し
た
慮
で
あ
っ
た
が
、

大
正
二
年
五
月
耕
地
整

理
の
際
、
地
下
二
三
尺

に
斜
に
埋
め
ら
れ
た
合

せ
甕
数
十
口
の
存
す
る

を
憶
見
し
、
そ
の
或
者

　
　
　
　
　
　
　
ま
た

ρ



は
れ
た
庭
、
腹
部
に
二
帯
を
緯
ら
し
だ
素
焼
の
大
形
で
あ

る
こ
ど
が
察
せ
ら
れ
て
、
上
述
の
も
の
ざ
軌
を
一
に
し
て

み
る
Q

（
入
）
　
朝
鮮
餅
店
の
遽
跡
は
里
謡
の
諸
恋
の
ほ
W
確
實
な

の
に
比
し
て
、
今
ま
遺
跡
の
存
す
る
な
く
、
頗
る
明
瞭
を

歓
く
が
、
加
藤
濃
緑
氏
の
告
ぐ
る
塵
に
し
て
實
な
り
ビ
せ

ば
、
毘
土
の
銅
創
は
土
器
の
内
か
ら
見
犠
さ
れ
だ
の
で
、

同
じ
系
統
の
も
の
ご
考
へ
ら
る
、
。
但
し
同
式
に
依
る
ご

土
器
は
細
長
い
筒
形
で
、
焼
方
も
玉
書
を
し
た
も
の
ご
云

ふ
か
ら
或
は
多
少
違
っ
た
式
か
ご
も
思
は
れ
、
今
ま
決
し

難
い
◎
で
暫
く
疑
を
存
す
る
こ
ご
に
し
や
う
。

　
以
土
畢
げ
淀
確
實
な
す
べ
て
の
例
に
於
い
て
、
所
謂
甕

棺
な
る
も
の
は
、
ほ
い
同
じ
形
式
を
示
し
て
．
其
の
髭
の

大
さ
か
ら
し
て
合
せ
甕
の
中
に
逡
骸
を
葬
っ
た
も
の
で
あ

れ
ば
、
ま
さ
に
神
展
葬
で
あ
っ
た
こ
解
せ
ら
れ
る
。
そ
し

て
他
方
こ
れ
に
灘
葬
せ
ら
れ
た
鉾
剣
が
何
れ
も
私
が
認
め

て
相
封
的
年
代
の
古
い
こ
し
た
も
の
で
、
斐
那
な
ざ
か
ら

　
　
　
篁
入
谷
　
　
研
　
究
　
　
銅
劔
銅
鉾
に
就
い
て
（
三
）

の
舶
載
品
か
ご
思
は
る
も
の
に
限
ら
れ
た
こ
ご
や
、
特
に

三
雲
ε
須
玖
ご
に
は
轡
に
實
年
代
考
定
の
基
準
こ
し
た
鏡

が
存
し
だ
。
從
っ
て
前
項
の
考
察
か
ら
甕
棺
の
年
代
も
ま

た
自
ら
分
明
す
協
次
第
で
あ
る
が
、
な
ほ
漕
ぐ
べ
き
な
の

は
板
付
の
逡
跡
に
於
け
る
石
羅
隠
蟹
の
事
實
か
ら
、
既
に

中
山
博
士
も
指
摘
せ
ら
れ
て
る
る
標
に
、
そ
の
管
造
が
ま

だ
一
部
に
石
器
の
行
は
れ
た
時
期
に
あ
っ
た
こ
ご
を
も
想

定
せ
ら
れ
る
黙
で
あ
る
。
こ
れ
は
後
段
甕
棺
の
遺
跡
ご
し

て
の
性
質
を
考
査
す
る
上
に
大
切
な
こ
ご
、
思
ふ
。

　
さ
て
以
上
は
鉾
創
傷
田
の
甕
棺
の
分
布
ど
其
の
構
造
の

大
賂
で
あ
る
が
、
同
種
の
逡
跡
は
な
ほ
他
に
も
其
の
例
が

極
言
て
多
い
。
尤
も
此
の
種
擁
棺
の
分
布
は
、
上
來
賂
記

し
た
遺
跡
が
殆
ん
ざ
北
九
州
に
限
ら
れ
て
み
る
こ
ど
に
照

癒
じ
て
同
地
方
に
特
に
濃
厚
で
彌
も
彌
生
式
石
器
時
代
遺

跡
と
密
接
な
關
係
に
あ
る
こ
ご
は
學
界
周
知
の
事
實
で
め

る
。
但
し
其
の
詳
細
は
中
山
博
士
の
調
査
報
告
「
大
饗
を

褒
見
せ
る
古
代
の
還
蹟
」
（
七
）
に
依
っ
て
知
悉
し
得
ら
右
、

　
　
　
　
　
　
　
鎮
三
號
　
　
　
七
三
　
（
四
三
五
）



　
　
　
第
入
巷
　
　
弼
　
究
　
　
総
領
銅
鉾
に
就
ゼ
て
（
三
）

か
ら
再
説
の
要
を
見
な
い
。
從
っ
て
こ
♪
に
は
王
記
顯
著

な
遺
跡
の
一
で
あ
る
三
雲
南
小
路
の
南
に
近
い
井
原
麗
予

震
に
於
い
て
所
謂
漢
の
四
聯
鏡
の
類
が
岡
じ
灘
棺
か
ら
二

二
に
兄
出
さ
れ
た
事
書
の
あ
る
を
注
記
す
る
に
ご
や
め
て

　
一
切
省
略
す
る
。
然
し
乍
ら
藩
命
の
分
布
は
軍
に
北
九
州

に
の
み
限
ら
な
い
の
は
既
に
爆
げ
た
朝
鮮
餅
店
の
黄
熱
歌

態
か
ら
明
で
あ
る
が
、
更
に
九
州
に
於
い
て
肥
前
、
肥
後

豊
前
．
大
隅
等
の
地
方
に
も
動
く
存
在
し
て
み
る
こ
ご
は

少
し
く
説
き
置
く
の
必
要
が
あ
る
し
、
特
に
海
を
越
へ
て

支
那
本
土
の
一
部
に
も
其
の
痕
を
印
す
る
事
實
の
確
め
ら

．
る
》
の
は
時
代
は
下
る
が
南
鮮
の
羅
州
活
南
面
に
於
け
る

髭
棺
群
議
藏
の
書
墳
の
存
在
ご
共
に
同
種
遺
跡
の
研
究
上

最
も
重
要
親
す
べ
き
で
あ
る
。
尤
も
前
者
師
ち
北
九
州
…
以

外
に
於
け
る
甕
棺
の
分
布
は
該
地
方
の
考
古
學
上
の
調
査

が
な
ほ
頗
る
不
充
分
な
爲
に
未
だ
全
般
に
亙
っ
て
こ
れ
を

確
め
得
る
ま
で
に
は
至
ら
な
い
が
、
肥
前
で
は
上
述
田
代

古
品
の
著
し
い
蓮
跡
の
外
．
濱
田
文
學
博
士
の
實
査
に
依

・
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
駕
ぜ
三
瀬
群
　
　
　
七
潤
H
　
（
四
一
ご
六
）

つ
て
佐
賀
市
外
の
佐
賀
煉
兵
場
の
附
近
に
同
重
婚
跡
の
喜

在
す
る
こ
ざ
が
知
ら
れ
た
し
、
肥
後
で
は
飽
託
郡
志
水
村

の
漏
壷
．
』
多
数
の
甕
棺
の
埋
没
が
あ
っ
て
．
前
年
道
路
掘

塑
の
際
少
な
か
ら
ざ
る
甕
を
登
貢
し
た
こ
ご
が
あ
り
、
．
蒲

三
年
前
ま
で
は
甕
棺
の
牢
ば
土
中
に
埋
没
し
た
の
を
認
め

得
な
ご
云
ふ
Q
（
入
）
そ
し
て
同
時
の
採
掘
品
の
完
憂
な
も

の
が
今
ま
熊
本
縣
鍛
調
薬
の
明
麗
館
に
陳
凋
せ
ら
れ
て
あ

る
。
大
隅
で
は
今
ま
京
都
筆
石
大
漁
に
藏
…
す
る
肝
規
郡
内

か
ら
瀬
之
口
傳
九
郎
氏
の
採
集
せ
ら
れ
た
彌
生
式
土
器

中
に
同
種
の
甕
の
破
片
が
多
く
あ
っ
て
合
せ
甕
の
遺
跡

の
存
在
が
推
定
し
得
る
。
豊
前
に
於
け
る
甕
棺
は
一
部
分

既
に
中
山
博
士
に
依
っ
て
考
古
學
雑
誌
に
紹
介
せ
ら
れ
て

み
る
が
南
善
吉
君
に
從
ふ
ご
．
な
ほ
膚
の
外
に
宇
佐
郡
に

於
い
て
豊
凋
村
落
字
中
原
ご
八
幡
村
乙
女
ご
に
そ
の
埋
没

群
が
あ
っ
て
、
特
に
前
者
の
著
し
い
も
の
な
の
が
認
め
ら

れ
る
Q
邸
ち
獲
棺
の
分
布
は
九
州
で
は
ほ
い
其
の
全
土
に

擾
が
つ
て
み
る
の
で
、
此
の
黙
は
銅
鉾
銅
剣
の
分
布
ビ
も



大
禮
に
於
い
て
｝
致
す
る
。
そ
し
て
是
等
の
遺
跡
が
何
れ

も
相
似
た
歌
態
を
示
し
、
石
血
書
し
く
は
彌
生
式
小
形
土

器
ご
俘
出
す
る
も
の
あ
る
の
三
盛
か
ら
、
年
代
上
鉾
剣
伴

出
の
そ
れ
♂
｝
近
い
實
年
代
の
も
の
ご
見
る
可
能
性
が
多

い
。
然
る
に
此
の
時
期
の
甕
棺
は
九
州
以
外
で
は
殆
ん
ご

其
の
例
讃
を
見
醜
し
難
い
。
尤
も
高
橋
健
亭
々
は
大
和
高

市
郡
イ
ト
ク
ノ
モ
ソ
か
ら
石
器
類
ご
伴
出
し
だ
大
形
甕
の

破
片
を
以
て
私
に
此
の
陶
棺
な
る
べ
し
ご
推
定
せ
ら
れ
て

る
る
し
（
九
）
最
近
に
後
藤
潜
ま
だ
近
江
に
そ
の
例
あ
b
こ

し
て
遣
物
の
並
立
を
紹
介
し
て
み
る
が
、
前
者
の
土
器
は

そ
の
口
部
の
襟
式
が
甕
棺
ご
は
租
異
な
り
、
且
つ
遺
跡
の

状
態
が
明
瞭
を
重
く
か
ら
確
實
な
讃
佐
ご
は
な
し
難
い
憾

が
あ
る
○
後
藤
民
紹
介
の
一
ま
た
邊
跡
の
状
を
明
に
し
得

す
且
つ
小
形
で
み
る
ご
云
へ
ば
果
し
て
九
州
と
同
式
の
甕

棺
で
あ
っ
π
か
否
か
頗
る
疑
問
ε
す
る
○
私
は
嘗
て
こ
れ

に
似
た
陶
質
土
器
を
近
江
國
野
洲
郡
守
山
町
字
立
入
の
古

墳
で
調
査
し
て
南
無
に
紹
介
し
た
こ
ご
が
あ
り
、
，
ま
た
大

　
　
　
第
八
谷
　
研
究
　
飼
剣
銅
鉾
に
就
い
て
（
三
）

和
萱
生
嚢
境
面
に
も
形
の
相
似
た
長
さ
三
尺
を
超
ゆ
る
彌

生
式
土
器
の
あ
る
の
を
墓
げ
、
九
州
の
窪
棺
こ
の
關
係
に

想
倒
し
だ
こ
ご
で
あ
る
が
、
（
＋
）
今
に
し
て
思
ふ
ご
是
等

の
古
墳
は
そ
の
實
年
代
蓬
に
下
っ
て
爾
者
の
間
に
系
統
上

の
連
鎖
あ
う
こ
す
る
も
彼
ε
同
一
視
し
難
き
も
の
で
あ
る

こ
ご
、
恰
も
一
昨
大
正
十
年
九
月
河
内
鷹
歯
糞
畔
滋
明
寺

村
澤
田
で
広
見
し
た
一
土
棺
ε
軌
を
一
に
し
て
み
る
楼
で

あ
る
。
河
内
の
遺
跡
は
卓
立
藤
田
亮
策
潜
の
好
意
で
一
見

し
た
が
こ
れ
は
帯
状
家
事
の
あ
る
太
い
画
筒
で
爾
側
を
所
「

謂
直
弧
紋
の
あ
る
埴
輪
片
で
覆
ふ
た
略
式
で
、
年
代
の
六

朝
中
期
を
遡
ら
な
い
こ
ご
其
の
埴
輪
等
か
ら
、
諭
せ
ら
る

、
。
さ
れ
ば
是
等
の
一
類
は
次
に
蓮
べ
る
朝
鮮
羅
州
の
甕

棺
墳
、
に
近
く
。
ま
た
後
藤
君
の
紹
介
し
だ
筑
後
三
瀦
血
荒

木
村
向
定
覧
の
古
墳
の
示
す
虚
ご
「
致
し
て
．
寧
ろ
後
に

甕
棺
の
流
れ
を
傳
へ
た
も
の
こ
す
べ
き
で
あ
る
。
後
藤
潜

は
な
ほ
出
雲
か
ら
大
形
の
彌
生
式
の
串
だ
事
や
、
三
河
保

美
貝
塚
で
彌
生
式
の
骨
を
納
め
旋
土
器
の
存
在
を
以
て
ま

　
　
　
　
　
　
　
猿
三
顧
　
　
　
七
五
　
（
凶
三
七
）



　
　
　
第
八
巻
　
　
蒲
　
究
　
　
飼
劔
銅
鉾
に
就
い
て
ハ
三
）

た
九
州
連
立
の
系
統
ざ
見
て
ゐ
ら
る
、
様
で
あ
る
蓼
が
、
保

美
の
甕
棺
は
石
器
時
代
の
墳
墓
こ
し
て
津
雲
、
感
応
、
中

澤
濱
等
の
そ
れ
ε
同
じ
系
統
ご
見
べ
く
、
こ
れ
ご
我
が
甕

棺
こ
の
曳
舟
は
後
に
論
敵
る
提
に
葬
法
上
に
署
し
い
差
蓮

の
あ
る
こ
こ
か
ら
し
て
同
一
親
し
難
い
尤
も
大
形
彌
生
式

甕
の
露
見
は
輩
に
忠
雲
の
み
に
限
ら
す
、
伯
誉
東
伯
郡
魅

村
附
近
の
古
墳
に
鉱
ハ
の
實
例
を
多
く
見
出
し
得
る
し
、
ま

た
大
正
六
年
十
二
月
愛
知
讐
専
の
佐
藤
敷
授
が
尾
張
熟
田

貝
塚
の
學
術
調
査
を
行
っ
た
際
、
九
州
の
甕
棺
に
髪
髭
た

る
形
の
大
鹿
の
褒
見
を
目
指
し
た
こ
ご
で
あ
る
が
、
軍
に

こ
れ
の
み
で
九
州
ご
同
じ
合
せ
甕
の
棺
分
布
の
讃
盤
こ
す

る
こ
と
は
面
面
せ
ざ
る
を
得
な
い
。
し
て
見
る
ご
從
來
知

ら
れ
だ
古
式
甕
棺
系
の
著
し
い
例
ご
し
て
上
原
準
一
古
血

・
告
の
讃
岐
圓
曲
説
の
箱
式
棺
の
内
に
埋
葬
せ
ら
れ
て
あ
っ

た
も
の
、
み
こ
な
る
が
（
＋
一
）
此
の
甕
棺
も
王
原
霜
や
．
藤
田

亮
策
鱈
に
從
へ
ば
甕
の
手
法
は
上
述
河
内
澤
田
の
そ
れ
に

近
似
し
て
み
る
こ
の
こ
ご
、
或
は
時
代
が
下
る
の
で
は
な

　
　
　
　
　
　
　
駕
「
一
二
號
　
　
　
　
レ
』
山
ハ
　
（
四
三
入
）

い
か
ε
思
は
れ
る
。
即
ち
こ
れ
ま
で
の
確
實
な
資
料
か
ら

す
る
ご
今
ま
論
じ
て
み
る
合
せ
甕
棺
の
分
布
の
範
圃
は
時

代
の
降
っ
た
も
の
は
近
畿
に
ま
で
痕
泌
を
印
し
て
は
み

る
が
大
膿
鋼
創
銅
鉾
の
そ
れ
に
比
し
て
や
、
せ
ま
い
も
の

で
あ
る
ご
云
は
ざ
る
を
得
な
い
。
こ
の
事
實
は
九
州
で
甕

櫨
内
か
ら
薮
見
せ
ら
る
、
鋼
鉾
銅
創
類
が
何
れ
も
型
式
の

古
い
も
の
に
限
ら
れ
．
且
つ
致
ハ
れ
が
北
九
州
の
み
に
見
る

の
事
象
な
る
ご
共
に
、
曲
者
の
關
係
の
考
察
の
撲
た
る
も

の
ご
思
ふ
。
こ
の
事
な
ほ
後
に
論
じ
や
う
。

　
朝
鮮
方
面
で
は
餅
店
巡
見
の
銅
創
が
甕
棺
内
か
ら
鵠
た

ご
云
は
れ
て
る
る
こ
ご
既
に
記
し
た
如
く
で
あ
る
が
、
同

じ
系
統
の
顯
露
な
逡
跡
こ
し
て
は
羅
忌
詞
南
面
の
古
墳
が

あ
る
Q
該
遣
跡
の
帰
甕
棺
は
大
正
山
嶺
七
年
。
の
爾
…
度
に
亙
り
争

心
士
谷
弁
濟
｝
氏
が
學
術
調
査
の
結
果
究
明
せ
ら
れ
た
も

の
、
同
氏
の
精
直
な
報
告
は
今
ま
や
毘
版
の
宇
ば
に
あ
る

か
ら
詳
細
は
同
報
告
の
公
刊
を
倹
っ
て
知
る
べ
き
で
あ
る

が
、
総
督
府
出
版
の
大
正
六
年
度
傷
心
調
査
報
告
や
博
物



館
列
立
圖
鑑
等
に
依
っ
て
一
通
り
の
構
造
は
推
知
し
得
ら
・

れ
る
。
即
ち
甕
棺
は
方
形
状
若
し
く
は
星
形
を
し
た
封
土

の
内
部
に
数
個
並
び
存
し
、
形
は
大
き
な
長
い
筒
形
土
器

に
ゃ
、
小
形
の
筒
を
播
し
込
み
合
せ
目
を
粘
土
で
被
ふ
た

も
の
で
、
内
に
武
器
や
装
身
具
を
副
へ
た
伸
展
葬
の
遺
骸

を
置
き
棺
外
に
土
器
を
並
べ
て
あ
る
。
封
土
に
棺
の
群
在

の
状
は
上
述
筑
前
板
付
の
そ
れ
に
髪
髭
ご
し
て
み
る
し
、

伸
展
葬
で
あ
る
こ
ご
は
九
州
の
甕
棺
ご
軌
を
一
に
す
る
。

然
し
登
見
の
遺
物
は
銅
鉾
銅
剣
の
顛
で
は
な
－
て
、
か
へ

っ
て
金
銅
製
の
沓
や
冠
の
類
、
金
製
耳
飾
、
勾
玉
を
は
じ

め
各
種
の
玉
類
環
頭
太
刀
、
鹿
角
製
柄
癖
刀
子
、
斧
頭
、

鐵
鎌
等
で
あ
っ
て
、
其
の
或
墳
に
は
封
土
に
埴
輪
圓
筒
が

埋
め
ら
れ
て
あ
る
な
ご
頗
る
趣
を
異
に
し
、
】
々
の
遺
物

の
性
質
が
内
地
に
於
け
る
高
塚
隆
盛
期
の
も
の
に
密
接
な

電
力
が
あ
り
、
讐
造
の
實
年
代
が
六
朝
中
期
に
あ
る
の
を

・
察
せ
し
め
る
。
此
の
甕
棺
墳
に
關
聯
が
あ
っ
て
而
も
問
題

の
我
が
銅
創
銅
鉾
の
研
究
に
重
大
な
寄
輿
を
な
す
遽
跡
ご

　
　
　
第
入
谷
　
研
究
　
銅
劔
二
二
に
競
い
て
（
三
）

し
て
最
後
に
稼
ぐ
べ
き
の
は
既
に
指
摘
し
た
支
那
本
土
の

そ
れ
に
介
す
る
古
∵
文
献
の
で
あ
る
。
貴
重
な
右
の
文
献
を

初
め
て
槍
出
せ
ら
れ
た
の
は
故
富
岡
先
生
で
、
實
に
晩
年

企
圖
せ
ら
れ
た
筑
前
須
玖
潰
…
跡
學
術
的
歯
面
の
誘
因
の
一

を
な
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
慮
が
、
先
生
遽
逝
の
爲
出
典

を
明
に
せ
ら
れ
す
し
て
や
む
だ
。
だ
、
幸
に
も
こ
れ
を
遺

憾
ε
し
て
内
藤
先
生
の
お
骨
折
り
で
昨
年
再
び
見
出
　
さ

れ
、
遅
め
小
篇
に
引
用
論
述
す
る
こ
ご
を
許
さ
れ
た
の
は

私
の
深
き
欣
び
で
あ
る
，

　
さ
て
該
右
文
献
ご
云
ふ
の
は
大
李
廣
記
一
九
七
懇
博
物

篇
の
沈
約
の
條
に
載
せ
た
も
の
で
、
全
文
は
次
の
如
く
で

あ
る
。叉

天
帝
五
年
丹
陽
山
南
得
畑
物
。
高
五
尺
園
四
尺
。
上
書
不
卒

蓋
灘
北
焉
。
中
得
劔
一
腰
其
撒
十
。
羽
入
莫
識
。
沈
約
云
此
東

夷
器
孟
也
。
葬
則
用
之
代
糖
。
此
制
度
卑
小
則
随
當
引
導
。
東

夷
死
則
坐
葬
之
。
黙
黙
服
其
博
識
。
語
在
江
右
雅
事
（
侍
史
系
）

此
の
記
事
の
内
容
は
詳
し
く
云
ふ
ま
で
も
な
く
、
梁
の

　
　
　
　
　
　
第
三
號
　
　
　
七
七
　
（
四
三
九
）



　
　
　
第
入
巷
　
研
究
　
銅
鰯
銅
鉾
に
就
い
て
（
三
）

天
監
五
年
即
ち
西
…
暦
五
百
ム
ハ
年
に
丹
陽
山
か
ら
肯
回
さ
五
尺

團
四
尺
の
口
を
合
せ
た
黒
物
が
見
出
さ
れ
、
内
部
に
剣
ε

明
器
の
類
ご
が
あ
っ
た
桜
干
に
樹
し
て
覚
書
の
著
者
沈
約

が
抽
へ
た
明
快
な
解
鐸
を
載
せ
、
彼
の
博
識
を
示
し
た
も

の
で
あ
る
が
、
右
の
駕
物
の
形
朕
を
記
す
る
施
簡
軍
乍
ら

上
記
の
我
が
九
州
の
甕
棺
ご
全
く
同
じ
合
せ
甕
で
あ
っ
た

こ
ご
が
思
せ
ら
れ
る
し
，
ま
た
質
料
に
就
い
て
の
記
載
は

な
い
が
内
部
に
剣
一
口
の
盗
具
ご
共
に
存
し
た
ε
云
ふ
の

は
遺
物
も
同
一
で
あ
っ
た
ら
し
く
推
さ
れ
て
精
興
が
深
い

太
卒
廣
記
が
こ
の
記
事
を
採
っ
た
書
は
今
ま
傳
は
ら
な
い

が
當
．
時
を
去
る
遠
く
な
い
頃
の
も
の
で
あ
っ
た
ら
う
こ
ご

は
認
め
て
よ
い
よ
う
で
あ
る
、
從
っ
て
そ
れ
の
登
思
せ
ら

れ
た
六
朝
の
梁
代
に
多
く
の
支
那
入
の
知
識
に
な
く
堅
約

に
依
り
や
う
や
く
解
騨
せ
ら
れ
た
こ
云
ふ
事
は
、
難
詰
の

甕
棺
が
そ
れ
よ
り
も
遡
っ
た
時
代
の
も
の
で
あ
る
・
ご
を

明
示
し
て
、
上
述
北
九
州
に
多
い
古
式
の
甕
棺
が
古
く
支

那
の
一
部
に
も
行
は
れ
た
こ
の
想
定
に
導
く
ご
共
に
、
既
∵

　
　
　
　
　
　
　
第
三
號
　
　
　
七
入
　
（
四
四
〇
）

の
甕
棺
な
る
も
の
が
本
來
支
那
入
の
墓
制
で
な
か
っ
た
こ

ご
を
も
推
測
せ
し
め
て
、
潰
…
跡
の
源
流
を
考
ふ
る
上
に
重

大
な
寄
與
こ
な
る
ε
思
ふ
。
右
の
文
中
に
省
約
が
登
見
の

汚
物
を
解
し
て
東
夷
の
捲
孟
で
あ
る
ε
し
た
、
東
夷
ご
は

朝
鮮
若
し
く
ば
日
本
を
指
し
た
も
の
で
あ
る
こ
ε
は
支
那

古
文
献
に
於
け
る
多
く
の
使
用
例
か
ら
ほ
や
誤
り
が
な

い
。
．
虎
が
沈
約
の
書
い
た
宋
書
は
其
の
東
夷
傳
の
精
彩
を

以
て
上
代
日
吉
の
研
究
者
に
重
要
撃
せ
ら
れ
て
る
る
の
で

あ
っ
て
見
れ
ば
、
彼
の
時
代
に
な
ほ
其
の
風
習
が
爾
者
の

何
れ
か
に
行
は
れ
そ
れ
を
知
っ
て
ゐ
淀
結
果
に
依
る
ε
し

て
誤
り
が
な
か
ら
う
。
庵
が
丁
度
上
述
の
朝
鮮
の
腰
骨
の

潰…

ﾕ
の
年
代
が
梁
代
前
後
ご
見
ら
る
～
か
ら
沈
約
の
指
し

た
東
夷
の
鴇
孟
は
恐
ら
く
當
時
の
こ
の
南
鮮
に
於
け
る
四

幅
な
風
を
指
し
た
も
の
こ
し
て
も
甚
だ
し
い
附
會
で
は
あ

る
ま
い
。

　
記
載
が
や
、
本
論
よ
り
岐
路
に
入
っ
た
が
主
の
記
事
か

ら
我
が
銅
鉾
銅
剣
を
出
す
畿
棺
ビ
同
式
の
も
の
が
支
那
の



扁
部
に
も
存
し
た
こ
と
、
、
そ
れ
が
特
殊
な
算
法
ご
し
て

六
朝
人
の
注
意
を
惹
き
、
沈
約
に
依
っ
て
東
夷
の
俗
で
あ

る
こ
ご
が
明
に
せ
ら
れ
た
ご
云
ふ
二
つ
の
著
し
い
事
象
を

推
し
得
る
こ
ε
を
再
記
し
た
い
。
重
事
は
研
究
上
種
々
の

典
味
あ
る
資
料
と
な
る
が
、
さ
し
翻
り
甕
棺
ご
銅
鉾
銅
創

ε
の
交
渉
上
に
重
要
擁
す
べ
き
こ
ご
は
、
我
が
銅
鉾
銅
創

そ
の
も
の
、
原
型
が
支
那
に
あ
る
ご
し
た
上
貫
の
鄙
見
に

封
照
し
て
、
右
の
事
象
は
如
何
な
る
摩
由
を
物
語
る
も
の

で
あ
る
か
の
瓢
に
存
す
る
。
此
の
場
合
爾
…
者
が
一
つ
の
流

れ
ビ
し
て
大
陸
か
ら
傳
．
へ
ら
れ
た
も
の
ご
な
し
難
い
の
は

云
ふ
ま
で
も
な
い
の
で
あ
っ
て
、
尤
も
自
然
な
解
止
は
鉾
．

創
の
存
在
は
支
那
の
高
い
七
化
所
産
の
峰
入
を
意
味
す
る

に
濡
し
て
、
甕
据
は
玉
代
九
州
に
振
が
つ
て
み
た
民
衆
の

間
に
行
は
れ
た
前
者
の
文
化
ご
は
も
ビ
直
接
め
直
通
の
な

い
溺
個
の
葬
法
こ
す
る
こ
ご
で
、
古
式
な
舶
載
ご
認
め
ら

る
、
鉾
創
の
甕
棺
内
よ
り
登
見
せ
ら
る
＼
こ
ご
は
、
此
の

高
い
文
化
所
産
が
將
來
の
初
め
に
確
り
だ
ま
く
有
力
者

　
　
　
第
入
魯
　

研
究
　
銅
鮒
銅
鉾
に
就
い
て
（
三
）

が
こ
れ
を
得
て
墳
墾
の
副
痴
品
ビ
し
た
に
本
く
一
部
の
接

燭
に
外
な
ら
な
い
ご
思
ふ
。
更
に
こ
れ
か
ら
か
の
我
が
國

に
傳
へ
ら
れ
た
銅
創
が
段
々
ご
異
形
化
し
て
本
丸
ご
蓮
つ

た
性
質
の
も
の
に
な
っ
た
こ
ご
の
如
き
も
、
支
那
の
潰
…
品

を
受
け
た
際
其
の
國
土
に
住
し
た
民
衆
の
文
化
が
既
に
こ

ん
な
特
殊
の
葬
法
を
有
す
る
程
度
に
達
し
て
み
た
結
果
生

じ
た
表
は
れ
マ
」
見
る
べ
き
も
の
ご
の
推
測
に
も
導
か
る
、

次
第
で
あ
る
。

　
然
ら
ば
此
の
種
甕
棺
の
艇
源
及
び
獲
達
を
如
何
に
あ
ご

づ
け
得
る
だ
ら
う
か
。
そ
れ
に
就
い
て
は
既
に
ご
交
し
た

備
中
津
雲
、
陸
中
細
浦
、
三
河
吉
胡
、
同
顧
並
等
我
が
総

紋
系
の
石
器
時
代
の
墳
墓
に
往
々
見
る
庭
の
小
息
の
遣
骸

を
納
め
た
甕
が
注
意
に
上
る
の
で
あ
っ
て
、
殊
に
津
雲
で

螢
見
せ
ら
れ
た
甕
二
例
は
共
に
高
さ
一
尺
数
紋
の
大
き
い

も
の
で
、
形
ま
た
相
似
た
も
の
、
從
っ
て
｝
見
爾
者
に
系

統
上
の
連
絡
を
思
は
し
む
る
が
、
翻
っ
て
考
へ
る
に
、
爾

者
は
大
膿
分
布
の
景
域
を
異
に
し
て
み
る
が
上
に
、
】
方

　
　
　
　
　
・
　
第
三
號
　
　
　
七
九
　
（
四
四
一
）



　
　
　
第
二
巻
　
　
幣
　
究
　
　
銅
劔
銅
鉾
に
就
い
て
ハ
三
）

の
麗
が
口
部
を
合
せ
た
の
で
あ
る
に
恥
し
、
他
は
軍
＝
嫉

こ
ご
、
さ
て
は
内
部
の
葬
b
方
に
於
い
て
縄
絞
系
の
そ
れ

が
屈
葬
な
の
に
反
し
て
北
九
州
の
甕
棺
が
伸
展
葬
ご
想
定

せ
ら
る
、
こ
ご
な
ご
か
ら
、
寧
ろ
各
別
の
系
統
ビ
す
る
の

が
姿
當
の
様
で
あ
る
。
羅
臼
で
は
吾
々
は
九
州
の
甕
棺
に

就
い
て
、
甕
そ
の
も
の
、
手
法
や
逸
出
の
石
器
等
か
ら
我

が
彌
生
式
系
統
の
石
器
時
代
の
遺
跡
ご
密
接
な
開
係
に
あ

る
の
を
知
る
以
上
に
未
だ
そ
の
起
源
等
を
求
む
る
ま
で
の

資
料
を
有
し
な
い
。
彌
生
式
系
統
の
石
器
時
代
の
逡
跡
は

今
や
「
般
に
原
日
本
入
の
逸
し
た
も
の
こ
信
せ
ら
れ
て
る

る
か
ら
如
上
の
關
係
か
ら
、
右
の
葬
法
ま
た
同
じ
民
衆
を

特
徴
づ
け
る
や
に
も
見
ゆ
尉
が
、
他
方
甕
棺
が
同
じ
古
い

彌
生
式
系
統
の
遺
跡
の
濃
厚
に
分
布
し
π
畿
内
や
山
陰
の

地
に
多
く
還
せ
な
い
現
象
ご
、
後
の
我
が
古
式
の
高
塚
に

そ
の
流
れ
を
見
出
す
こ
ご
が
殆
ん
ざ
絶
無
の
欺
態
で
あ
る

庭
な
ご
か
ら
、
こ
れ
も
速
断
は
な
し
難
く
箏
ろ
古
式
甕

棺
の
弥
布
が
内
地
で
は
北
九
州
に
限
ら
れ
、
一
部
分
支
那

　
　
　
　
　
　
，
　
第
三
號
　
　
　
八
0
　
（
四
四
二
）

に
及
ん
だ
こ
こ
か
ら
或
は
南
方
の
色
彩
が
あ
る
の
で
は
な

い
か
ご
も
想
像
せ
ら
れ
る
。
但
し
今
ま
こ
の
想
像
を
確
誰

す
る
の
資
料
が
な
い
。
こ
れ
は
宜
し
く
後
の
究
明
を
侯
っ

べ
き
で
あ
る
。
若
し
そ
れ
合
せ
甕
の
葬
法
が
バ
ビ
ロ
ニ
ア

の
古
地
な
る
ス
メ
ー
ル
に
見
出
さ
れ
る
事
實
の
如
き
は
、

或
は
爾
者
の
關
係
を
考
へ
し
む
る
な
き
を
保
し
難
い
が
、

仁
者
の
年
代
の
相
違
ご
其
の
中
間
に
よ
こ
た
は
る
麗
麗
な

地
域
の
調
査
が
殆
ん
ざ
行
は
れ
て
る
な
い
に
顧
み
る
時
、

今
ま
こ
れ
を
説
く
の
は
軍
に
附
會
に
絡
ら
う
ご
信
ず
る
か

ら
よ
ろ
し
く
將
來
の
調
査
を
待
っ
て
論
ず
べ
き
で
あ
る
。

　
（
註
）
　
〔
こ
　
中
山
馨
學
博
士
「
明
治
三
十
二
年
に
於
け
る
須

　
　
　
　
玖
閥
本
溶
解
物
の
患
土
歌
態
」
（
其
一
）
（
考
古
學
雑
誌

　
　
　
　
第
十
二
巻
第
十
號
）
参
照

　
　
【
二
冒
　
同
博
士
「
銅
鉾
銅
豪
気
見
地
の
遣
物
追
加
」
（
上
）
（
同

　
　
　
　
誌
第
八
総
第
十
號
所
載
）
に
依
る

　
　
〔
三
冒
同
博
士
「
銅
鉾
銅
創
の
新
資
料
」
（
同
誌
第
七
巻
第
七

　
　
　
　
ザ
所
掲
）
に
從
ふ
。

　
、
〔
四
目
　
此
の
甕
の
層
形
を
存
し
た
…
が
東
京
帝
蟻
博
物
館
の



　
　
牧
藏
に
蹄
し
て
、
乖
．
の
寅
…
其
が
考
古
圖
集
の
第
二
十
七

　
　
に
牧
め
ら
れ
て
る
る

階
五
回
中
鷹
博
士
か
ら
右
の
輻
吉
に
於
け
る
銅
剣
鳩
土
の
事

　
　
實
を
教
へ
ら
れ
た
の
は
本
年
四
月
九
州
地
方
騎
行
の
際

　
　
で
あ
る
。
從
っ
て
本
誌
前
號
に
裁
せ
た
地
名
表
に
記
載

　
　
が
な
い
。
今
ま
そ
の
事
を
注
記
し
て
表
の
不
備
を
補
ふ

　
　
S
共
に
同
博
士
に
感
謝
の
意
を
表
す
る
。

【
六
冒
鹿
部
の
五
畿
に
就
い
て
は
早
く
八
木
辞
三
郎
氏
の
報

　
　
告
（
周
氏
著
「
考
古
精
読
」
）
が
あ
る
し
、
古
谷
清
馬
ま
た

　
　
考
古
學
難
論
第
二
巻
第
三
號
に
調
査
の
結
果
を
畿
表
し

　
　
て
る
ら
る
エ
が
、
こ
Σ
に
は
型
紙
し
て
中
山
博
士
の
傳

　
　
へ
ら
れ
た
森
…
弘
一
比
の
調
べ
に
從
ふ
。

〔
七
冒
　
「
考
古
墨
雑
誌
」
第
十
一
巻
一
④
二
⑧
論
難
蓮
載

〔
八
冒
　
古
賀
、
下
林
爾
氏
の
實
見
談
及
び
下
林
君
の
見
取
圏

　
　
に
鮫
る
。

〔
九
M
「
考
古
憎
憎
よ
り
見
た
る
耶
馬
豪
邸
」
（
考
古
學
雅
誌

　
　
第
十
二
巻
第
五
號
）
及
び
後
藤
守
一
氏
「
窺
棺
陶
棺
に
つ

　
　
い
て
」
（
同
誌
第
・
エ
ニ
巻
第
九
號
）
引
用
論
解
せ
る
塵
に

　
　
依
る
。

〔
十
M
「
近
江
國
野
洲
郡
穿
山
町
字
立
入
古
墳
調
査
報
告
」

　
　
（
闘
誌
第
七
巻
第
十
一
號
所
載
）
参
照

【
±
回
　
土
凛
撃
｛
氏
「
特
殊
な
る
型
式
の
甕
棺
を
叢
見
し
た

　
　
墨
字
國
香
川
郡
國
座
五
沖
津
の
古
墳
に
就
い
て
」
ρ
同
誌

　
　
抽
昂
十
一
巻
第
山
ハ
號
）
覇
参
昭
川

戊
戌
の
愛
法
及
び
政
…
愛
m

文
學
博
士

矢

野

仁

一

　
國
是
の
上
弓
が
登
せ
ら
れ
た
後
二
日
、
光
緒
二
十
四
年

四
月
ご
十
七
日
に
、
翌
冠
工
部
主
事
康
有
爲
、
刑
部
主
事

　
　
　
第
入
巷
　
研
究
　
戊
戊
の
三
法
及
び
政
礎
（
下
）

山
元
濟
の
召
見
を
預
備
す
べ
き
上
諭
あ
り
、
同
時
に
湖
南

盤
法
長
簑
滋
黄
浬
憲
、
江
蘇
補
用
知
麿
霜
眉
同
の
引
見
．

　
　
　
　
　
　
　
　
第
三
號
　
　
　
八
一
　
（
四
四
三
）


